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は
ず
H
F一
九
孔
の

場
造
J
－ζ
か
ら
、
一
三
、
上
の
加
の
抗
日
、
広
一
大
一
り
以
況
が
耳
い
上
が
る

お
ぞ
れ
が

f
分
に
あ
っ
た
る
の
て
あ
い
ノ
、

X
の
ゾ
J

ツ
ク
ゥ
、
問

い
ん
火
の
粉
ぺ
川
、
一
階
に
社
L
J
h
u

、yr
：1
4
と
に
し
、
本
（
二
一
月
J
ど
ふ
ん

ど
ん
に
取
り
入
れ
｝
h
d
h
L
小
一
モ
ー
に
ぷ
、
い
て
一
炉
、
以
内

に
よ
々
裂
は
一
科
が
ね
t」
に
み
仰
い
U

札日、

γ
J
Y
O
一
斉
半
三
市
約

f
、
ー
方

メ

l
ヘ
応
打
点
旧
宮
焼
六
一
山
？
に
一
片
山
、
で
駆
け
一

J

け
た
市
防
隊
口
に
よ
れ

泊い
1
4
〆
了
目
、
ノ
れ
～
J
も
の
で
あ
る
リ

V
A

の
E

ルハ
P
R
ーを
u而

J
L
川かでい

第
ツ
目
的
作
宇
ず
配
中
心

X
は、

F

泊
費
ご
害
し
た
こ
と
か
ら
、

4
J

い
「
陪
ー
一
ケ
聞
い
て
就
料
、

J

一
円
前
賓
に
あ
て
一
て
つ
乙

h

で
え
、
い
ず
ず

れ
も
L
J
怖
の
氏
名
、
生

ι月
ー
政
仕
所
有
一
討
載
し
、
そ
り
名
前
の

；
に
一
九
九
一

3
日
以
を
た
し
た
沼
鉱
そ
押
花
ー
ペ
ハ
口
己
心
議
日
J
Rを
弘

討
ど
ん
｝
府
立
雪
を
作
攻
＼
こ
れ
古
就
恥
を
希
主
す
る
R
Jム
に
民
間

し
て
初
日
菅
に
閲
読
さ
そ
た
は
〕
出
向
性
戸
、
門
部
川
さ
れ
る
と
、
同
村

に
お
し
て
、
何
却
の
丸
£
A名
義
心
疋
用
民
約
言
、
賃
金
控
pa日
目

出
給
↑
J
十M
l川一依ぬ

EJP」
作
成
L
、
担
当
者
に
戸
山
h
L
て
拠
出
ー
、
戸

X
の
甲
汁
↑
討
を
外
請
じ
か
あ
さ
い

官
マ
同
際
法
1

次
の
設
問

4
Kみ
、
交
白
川
に
一
位
詳
し
な
さ
レ

｛
設
問
｝

A
川
身
、
は
、
大
統
領
X
C
始
一
拭
し
伊
川
や
且
氏
に
け
川
十
令
人
権

μ叫ん
L

下、

X
政
権
中
和
計
円
山
川
設
住
ど
に
対
す
る
阿
見
心
不
満
ぜ
か
品

っ
て
い
た

J

ま
た
、
五
店
、
取
一
玉
で
あ
る
日
げ
よ
一
力
白
地
設
が
一
投
史

的
に
内
丈
主
凶
ρ
固
有
心
領
l
で

i

人山J
A
V

と
土
版
三
い
て
）

A
回一い
1

日
幹
部
Y
は
、
囚
「
ム
の
が
満
江
当
然
で
あ
り
、
ま
に
、

S

地
球
に
は
吋
寸
ァ

rvxの
応
に
は
m
H
Jな
い
」
足
え
〈
い
ヤ
グ
、

x

m
M

り－
b
止
法
へ
の
ヘ
ユ
向
山
阜
小
法
攻
計
砲
の
竹
山
定
1
1
一色叩

t
、
つ
れ
に
こ

J

」

プ
♂
い
部
品
川
乙
じ
て
、

X
政
詳
の
存
社
は
白
川
山
山
に
ー
も
一
国
際
的
L
十日午川で

あ
る
と
判
附
？
と
～
I

ど
日
二
＼

Y
は
文
政
権
ど
什
到
す
れ
ο
～
め
に
h
t

同
市
に
よ
る
ク
ヂ
タ
ヲ
乞
副
丙
T
O
P
－、－
J

℃に、

un
凶
に
川
し
て
、

以
か
に
、
日
地
法
へ
の

A
E軍
刀
佼
点
日
向
が
次
念
こ

J

人乞↓いロ一品

ν
、

あ
わ
仕
一
＼
%
以
域
に
汁
ず
る
A
同
心
十
権
刀
、
4
張
は
ん
7
い
は
一
切
F

1

わ
な
屯
こ
ど
ム
ピ
坪
川
札
し
、
モ
心
八
か
げ
八
h
J
L
」
じ
亡
、

Y
に
よ
る
ク
ラ

ヂ
タ
に
対
J
J

る
民
間
ポ
の
？
F
ぷ

i

日し古川
J

“
お
地
弐
に
川
川
ず
ム
匂
A
E

の
ム
丁
権
の
工
張
に
常
成
一
在
感
じ
て
い
た
日
国
川
川
、
こ
れ
に
止
じ
た
じ

Y
は
も
〈
一
ヘ
一
向
i

月
に
主

Jtド
お
し
て
宣
47

々
一

F

ノ
タ
ヤ
一
決

h
v
t
B
凶
肖
も
Y
のの

l
戸
タ

7
Lん援一一
Jfu
日
前
7
L
A
市川に一
k
一人

（＋～
t

ク
ー
プ
タ
一
点
的

A
囚
草
乙
と
れ
よ
守
＋

3
3
Jる
い
川
市
は
、
ま

も
と
く
入
一
4

一心

h
都
心
ア
一
信
ハ
一
二
九
－

X
ば、

xf」
又
持
す
る
精
鋭
部

隊
ち
ん
1
じ
主
凶
中
川
約
l
ノ／～
3
C
勢
力
と

t
も
に
、
主
川
市
♂
に
片

E
L、
同
凶
huf
抗
日
中
枢
の
ひ
こ
っ
℃
も
あ
る
丁
川
之
山
一
れ
に
c
X
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FJ
ヌ
持
努
力
ば
、

d

っ
有
心
で
あ
り
、

r州一
γ
基
盤
〆
一
し
て

Y

対

刊
工
る
詑
力
を
持

J

て
w

んに

L
か
1
y
d
u
、
目
部
主
主
川
町
1
d

八
一
町
で
、
政
治
し
一
に
有
利
に
日
ど
之
、
進
め
ま
～
、

R
昌
一
日
の

H
に

Ltり
x
m～
力
主
押
さ

rr山
む
こ
と
が
戸
川
能
て
あ
る
よ
与
え
、
川

只
古
川
ん
び
全
出
界
に
白
げ
て
前
政
持
樹
子
／
〕
広
川
吋
に
す
が
－
叫
就
打
士
山
L
寸

J

弓
～
ヱ
れ
に

H
Lて、
un
川
は
L
H
ち
に
Y
的
枠
｝
一
承
訟
二
〈

F

て
の
役
、
王
政
柱
は
凶
内
司

ρ
す
l

化
や
ム
柏
市
叫
一
り
拐
を
佐
々
に
T

F
止
、
血
λ
っ
て
、
五
円
い
同
円
多
数
円
支
持
ピ
何

ZJ〕

勺

f

れ
に
こ
土
庁
二
、

Y
A

の
支
持
場
？
で
一
心
ば
支
え
、
一
コ
ロ
二
年
七
月
に
X
J
】
国
外
片
山
返
わ
た
ι

一
U

V
同
年
川
け
、

γ
は
、
日
一
川
ζ

協
訣
ぺ
同
ァ
告
の
間
三
、

Y
政

恨
の
続

o
rめ
に
は
J

し
I
n
b
G
R
半
一
心
支
授
は
U
M
Mム
が
な
い
と
円
認

識
E

討
し
ず
い
）
山
川
、

υn
凶
ぽ
は
A
囚
hJ
ら
機
一
必
し
つ

J
B
国

2

怖
の

般
退
品
川
、
ミ
川
で
は
、
コ
ロ
一

4
L十
四
円
ハ
に
新
伝
一
エ
ー
は
う
発
布
さ
い
れ
、

f

ハ
ロ
口
に
拾
4

さ
れ
～
主
将
l
、
の
拘
芹
円
と
も
な
い
、

Y
は
陥
応
へ
統

括
取
を
辞
し
、
七
円
弓
に
苅
憲
法
の
ド
で
行
1

わ
れ
た
大
統
阪
選
長
に
す

保
油

d

、
v
i
y
h
M
大
統
制
に
m居
間
さ
れ
に
さ
ι
、
川
町
に
行
じ
い
れ
た

一誠公明市
4
7
土
砂
ぬ
い
J

J

川
、
、
Y

を
必
下
と
一
J

Q

凶
守
一
が
迅
l
w
u
ι
ど
は
る

か
に
起
え
勺
f
h
耳
を
伴
一
～
へ
）
＼
｛

4

の
山
本
刊
で
人
杭
注
円
安
J

投
び
ι
M
F
一訂以ハ

ヘ十日
J
K内
需
し
ん
旦
涯
の
ヤ
及
川
？
監
視
同
足
い
一
フ
れ
り
主
ノ
令
、
わ
公
一
に

行
わ
札
ア
ニ
｛
立
一
白
し
ん
一

じ＝
7

い
は
、
従
ん
も
今
一
ザ
タ
に
よ
る
J
U
桂
バ
ザ
ナ
持
」
を
批
出
一
L
、
2
m
r
l

辻
、
剥
芯
法
心
制
定
L
r

ふ
れ
に
不
づ
〈
mm
…E
4干｝一
LdJ
こ
L

川下ヤー

政
権
rp
俳
誌
心
沢
川
ら
八
日
条
斗
司
あ
る
乙
し
て
き
ム
ー
が
、
ハ
一
む
立
午

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

K
H

八
円
、
こ
の
糸
九
十
j
p
r』
↑
r
v
F
れ
ケ
し
て
、

｛
設
問
｝

主
政
株
主
承
認

B
川
出
及
び
（
同
に
よ
る
い
x
政
権
り
承
認
に
問
？
字
、
市
川
問
h
L
4

の
同
胤
ア
ー
γ
一
桁
摘
L
e
之
、
れ
～
つ
い
て
論
じ
止
さ
、
一
川

2
l
p
〉

υ
、

：
山

rw

改
び
（
u
i］
）
い
が
ず
れ
も
政
什
承
認
川
区
を
莞
J

十ノ

t
い
な
い

dvヘ心
2
問
心
な
か
か
ら
、

－
m叶一
f

引が斗門刊パ／〈司ム「

J
Z
さ
〔

f
z
J
J
1
一

l
j
f一

7
1
1

民
JW
山
ァ
～
コ
汁
7
6
t
L
τ
辺
町
爪
推
し
」
内
mmrJL舟
町J
に
ρ
、
け
る
い
司
活
述
t
k

静
〔
〕
に
つ
い
可
丸
山
川
ぺ
、
huq

に々い

引
一
山
川
此
um人
d

U

匂
〈
の
：
」
の
M
い
設
を
阿
佐
j

法
F

心
地
口
に
従
二
、

ハ
刊
行
府
間
1

そ
れ
で
れ
心
げ
誠
に
也
川
さ
れ
る
凶
際
…
υ
出
引
の
雲
行
一

を
述
、
、
八
ム
さ
J

官

v
j民
法
1

松
川
t
h
h絞
殺
皮

正「出れ一
m
m
J
～叶ハ門人一

l
払

いん辻い

ι同
条
↓
山
川
の
類
推
活
用
に
つ
い
て
直
、
ょ

、
ノ

1
4
一一
ιの
小
一
一
的
乙
勺
い

t
陪
竿
に
川
市
必
ず
」
ト
U

1
4

作
成
土
4

引
の
な
に
以
内
律
行
為
は
、

に
成
立
r付
］
パ
民
消
F
一

ニゃ
P
A
I
rヲ一ア合一川フ

リ

門

h

J

収
の
日
に
が
γ
／亡、

失
点
十
行
心
ペ
ン

ミ
は
成
人
で
九
つ
る

号
沿
じ
て
い
た
ー

R
山k
A
の
什
い
州
人
一
J
Pぬ
去
し
r

計一札

Jfう
ち
ρ
信

［
三
北
、
こ
の
℃
ン

4
f
h
u
u
u［
勺
こ
り
ょ
う
124
埼
九
円
日

三
川
隷
は
日
小
山
行
為
そ
取
消
す
こ
一
は
り
誌
力
、
，
ま
た
、

じ
民
主

にけ汁
L
て
乙
訟
を
r
Q
J
う
求
め
令
こ
l
y
一
山
川
能
か
〉

' 

消
滅
可
効
か
と
成
し
と
い
る
市
町
一
と
知
ら
ず
に
、
山
ml枠
νρ

」」
T
J
L

B 
国
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て
、
一
確
U
け
に
お
借
り
し
て
い
ま
す
の
ず
、
支
払
い
ま
了
」
乙

U

H
b
n
v

た
読
ん
い
に
は
、
も
り
や
寿
一
一
対
ケ
一
後
用
で
き
な
し
の
刀
》

ミ
口
、

n
n
h
J
h
J
E
E
賠
人
し
代
金

r，K仏
「
～
が
、
臆
人
品
、

当
設
中
の
パ
ヰ
鉱
は
「
タ
」
表
で
あ
コ
に
じ

A
ば
川
rf権
ι

今
一
取
作

γ
7匂

2
ぃJ

、L
ば
強
市
一
九
一
言
芝
日
ご
川
川
主
の
絵
丙
一
之
日
に
！
umザ

J

て
ま
一
J
h

こ
の
絵
川
は
、

B
F
U
ら
t
己
売
却
さ
れ
、
市
町
在
仁
心
手
も
と
に
の

る

C
は
一
叫
迫
の
斗
！
長
ど
へ
ニ
す
＼
却
つ
な
日
っ
た
こ
の
よ
う
な
中
〆

お
い
ご
品
。
川
崎
台
、
司
、
は
J
H
互
の
紋
両
日
時
定
中
仁
に
記
求
ず
る
こ

い
｝
は
可
吋
い
か
っ

V
民
法
2

川
中
十
ん
人
心
均
投
k
t

｛
設
問
1
｝
又
は
、

Y
か
ら
の

I
i
n半
苅
入
古
前
干
し
て
、
取
ラ
十
要
ボ

＝
れ
る
般
的
な

ι膏ーを

ιコ
L
K円山川
1
1

一
て
い
た
り
｝
カ
ー
、
代
合

又H
人λ

｝一uhu
牛、
F
F
V

一IL－－

J
z－会之
1

l

J
夜
、
プ
レ

4

二
小
田
弘
じ
ふ
と

ri

－
－
－
i
j
i

！i
t

y

j

i

l

i

－－

j

l

i

’

j
 

バ
Y
I心
L
一ー
τ

X
は
Y
にけ刈
v

て
、
プ
レ
ー
干
の
修
川
吉
小
め
る
こ
と
か
で
き
る

｛設中山口史｝

A
o
近
火
に
よ
る
父
活
雫
比
で
一
担
保
守
一
色

J

～
支
は
、
て

日
出
掛
同

L
fた
っ
七
以
師
、
の
医
掃
過
」
k
y
l
h
っ
て
主
傷
ど
出
コ
た

X
P
E
ご
討
し
て
指
ギ
「
結
賞
を
ふ
叩
ぷ
戸
J
J
Q
5
一
の
法
弓
の
問
也

、心

t
J
J
Jリ
kr
一LA
A

V
商
法
2

ri1 
下
,'[( 

紅
綬

f
y
J

「
戸
川
の
日
以
パ
同
に
ふ
閉
山
併
之
は
件
、
イ
一
な
さ
に

ぃ
刊
誌
村
川
内
在
J
U
支
配
有
利
己
甘
か
い
い
い
的
－

γ
石
川
抹
れ
た
汁
ば
，

ro＼
ど
「

が
山
口
出
世
ご
ぶ
さ
れ
る
の
か
法
人
日
也
比

rF株
主
行
！
｝
い
ん
校
L
L説
3
4

し
な
さ
い
c

芯
仮
に
、
マ
一
一
の
玩
M
肺
門
九
一
ム
パ
ゲ
ハ
ロ
吐
口
利
益
乞
凶
令
司
的

で
な
三
れ
た
り
で
あ
れ
ば
、
μ

和
思
的

P

一
支
配
往
日
川
知
お
に
コ
な
ひ
っ
て

も

ti容
さ
れ
る
か
ど
の
忠
竹
一
J

V

一司山
7

な
さ
い

J

m

t」
白
山
心
々
で
明
日
に
コ

L
二
、
説
町
ノ
な
さ
い
れ

ぶ
松
山
へ
ん
父
小
川
・
株
ぃ
人
体
辛
は
一
立
へ
親
会
社
士
副
訣
デ
る
制
度
て
も

ぁ↑ハ
ν
と
い
う
こ
日
の
門
山
脈

③
不
ど
り
汀
為
を
1
一
ハ
ハ
取
舵
九
日
日
併
行
竹
刀
法

一
山
芦
主
謀
技
y

会
什
分
割
の
共
弔

4
1

月
一
和
平
日

一
段
林
ー
ム
た
…
ム
で
一
取
締
役
云
と
で
特
別
利
害
川
河
係
人
ぺ
一
収
抜
ρ
に
系

異
を
斗
「
（
る
出
店

r
り
治
的
金
制
山
の
有
ム
ず
白
川
山
刊

必

定

認

に
J
L
載
の
な
い
U
事
一
引
受
心
叫
ニ
ぷ
ど
め
く
F
Q

＝
叫
論
心
一
い
将
一

V
商
法
、

l

j

m

マγ
同
教
役

川川卜れ一一↓出向川
J

mm
ゐ七百一
r
弔
ハ
し
、
山
m
k
r
J
h
a
u
E
い
J

日目ー

l
制

判票司
μ人
約
哲
人
口
、
い
い
一
口
一
片
品
の
い
U

京
社
詰
辿
円
札
一
九
パ
？
を
促
保
、
決
円

一
訪
市
と
す
る
汗
忽
川
町
川
口
動
半
紙
人
I
F
h
険
f

ハN
A
P
－
契
約
官
、
民
主

μ

除乙

H
け
の
保
険
代
目
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オ
レ
ン
ジ
の
陥
防
八
了
支
山
ス

ι

ム
P

一
の
み
刻
院
が
（
ノ
い
三
い
る
「

こ
刀
終
v

J

即
日
二
日
ち
に
明
寸
心
L
て
あ
っ
ー

食
品
前
件
l

山
山
庄
の
女
、
八
み
ア
た
準
を
｛
ヒ
め
る
F
ミ
ο

W

H
り
の
志
向

検
問
で
み
る
f
一
？
ア
ッ
ク
ス
主
「
「
父
、
は
、
合
円
出
添
加
物
ρ
”
に
は
長

印
大
出
摂
取
カ
叫
ん
n
p
h
h
λ

刀
ン
件
J

ぷ
め
ら
い
γ
f
G
ニ
リ
カ
ら
、
店
、

同
一
八
点
一
f
一n
的
年
同
間
取
U71
あ
る
一
定
L

半
日
二
二
抑
え
る
一
士
、

い
い
刷
工

1

ご
し
ト
γ

匂

こ
れ
に
汁

7）

7
1
x
R刀
沼
ウ
食
品
街
牛
利
り
J
7
M
川
元
町
の
市
抗
日

制
査
一
一
町
村
に
よ
れ
ば
、
志
川
功
ゲ
日
発
力
〆
性
は
コ
宇
ノ
ク
ス
差

問
片
山
れ
一
認
内
R

ワ
り
も
ば
令
か
に
強
く
パ
允
カ
J

防
？
に
は
担
比
出
ιじ

J

デ
p

h
ノ
ス
ホ
慌
の
ハ
分
の
に
川
刊
〉
る
べ
き
こ
し
ぺ
J

、おりノ
J

附

に
女
一
よ
さ
引
～
こ
れ
に
従
L
、
X
同
時
J
J

ふ小包は
u
o
C
含
ま
れ
る
了

ロ
m
の
以
t
z
V
一
議
じ
、
そ
の
よ
う
れ
で
民
口
同
の
崎
人
も
学
、
ず
る
k

こ
に

ν

,, 
一九

し
か
1

げは土日
H
L

院
で
耐
ご

λ
t
E三
貿
易
亡
の
ふ
「
一
斗
’
斗
は
、
［
ヨ
ィ

陪
R

公
平
ご
あ
る
「

l
一f
J
L
η

ノ
ス
基
準
が
ち
る
以
ぞ
れ
よ
り
し
は
し

い
深
山
水
注
片
山
H
w
，
ノ
い
こ
愉
入
制
限
を
認
す
こ
と
は
、

Q

ド
パ
コ
協
定

に
お
一
＼
止
当
化
て
き
た
し
と
刊
、
九

J

木
心
開
校
体
系
に
お
し
て
は
、

W
T
山
町
並
凶
か
七
輸
入
さ
れ

る
産
口
叫
に
は
、
い
く
つ
か
だ
ん
ら
れ
る
関
税
半
の
う
り

η

～
最
況
の

バ
ー士
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り

リ
刊
点
一
が
池
山
で
れ
る
一
但
1
江

J

い
心
説
曜
日
場
ム
ば
、
肌
担
｛
疋
さ
れ
に
会
一

卜
一
主
お
日
C

び
F
T
A
U
V
4
U川
結
1
d

に
メ
↓
一
寸
ン
コ
、
ソ
f
J
ガ
小
刊
に
つ

い
）
、
（
ツ
七
日
れ
民
枝
吉
川
恵
国
一
作
過
司
引
の
結
記
ご
あ
る

京

1
0協
定
附
馬
主
R
J
の
紡
λ
子
炉
伏
了
ω
m
r
u
Q
U
－
片
山
引
い
、

は
、
上
級
－
K
門
会
ァ
エ
ー
置
、
ふ
斤
明
快
な
ス
J
r

ノ
ン
ヲ
：
ぷ
ア
足
、
一
／
J
M

一T

ィ
ノ
〕
／
ゴ
シ
升
ス
に
よ
る
パ
不
ル
可
一
日
明
郭
I
ハ
芹
採
択
♂

μ針

作

L
、
税
許
作

ιり
制
皮
化
な
乙
～
「
コ
マ
、
っ
さ
つ
及
川
リ
続
恨
の

司
法
化
川
門
動
化
が
迄
凶
さ
れ
に
け
一
一
刀
f
こ
に
で
り
、

A
f
や
日
S

L
の
信
託
的
人
よ
戸
的
は
、
阿
内
山
お
け
る
刑
事
及
r
J
h

〆
日
燥
に
、

法
や
か
に
位
効
化
又
は
侵
害
を
行

J

一
に
い
る
と
さ
れ
る
校
時
1
4
M
忘

れ
E
け
協
定
に
砕
け
る
正
的
支
任
古
川
叶
t

J

か
に
し
、
山
一
以
行
為
に
つ

い
て
と
れ
打
点
非
加
熱
。
制
は
ず
る
こ
と

t
、
困
れ
一
三
L
y
j
仕
入
れ
の
秩
序

仕
立
や
叫
幹
一
J

す
る
こ
J

に
あ
ァ
ハ
コ

X
出
と
Y
川
河
〆
札
来
七
J

h

同
境
紛
／
」
ず
が
絶
え
よ
、
断
パ
札
的
ぱ
f

乃人日以

状
慰
ご
主
り
、
支
説
的
に
は
山
門
主
は
副
託
し
て
に
咋
r
Y
凶一
U

M
W
1
n
加
盟
が
決
定
し
た
加
盟
巾
一
ー
同
時
山
で
、
川
小
加
盟
に
つ
い

て
必
定
な
多
数
決
は
泊
に
束
三
る
は
出
し
ぷ
つ
人
ず
）
的
、
昨
加
問
一

一二
V
L
J
ι

っ～
J

X

」
一
は
仕
方
な
》
＼
反
一
H
J
戸川
μ
J
J
T
Y
J
、
Y
2一
の
加
股

承
認
に
あ

γ
打、

X
凶は句、
2

川
ー
の
間
で
W
1
0
訪
渇
ー
た
の
八
千
Y

FJ
惟
引
－
兼
務
閃
係
の
泊
白
山
を
行
わ
な
い
f
ニル
4

｛
旦
百
し
た
】
よ
一

j

＼
現
t
十

b
X
A
は
Y
1一
刀
わ
の
産
品

ι
以
吉
町
ト
ド
山
市
悦
を
訣
L
、
ま
た

一
本
心
口

m
Hは
愉
入
制
限
人
乞
L
別
的
円
汗
っ
て
い
る
）

X
同
商
務
告
は
、

Y
凶
事
導
体
メ
ヰ
り
に
つ
て
ダ
ノ
ピ
シ

／ 

ゲ
防
止
税
1γ
一
拭
誌
L
に

Y
A
国
民
務
省
ば
ダ
シ
ピ
ン
グ
ヲ
、
ン
／
の

三
ば
に
の
一
七
、
川
一
寺
関
心
正
吊
仙
廿
」
と
に
－
k

i
一ー一て
dr
焼
売
州
円
ー
ャ

主
沢
旬
、
ふ
れ
し
輸
川
恒
川
市
中
同
川
矧
U

間
引
取
引
ご
し
に
之
町

ず
る
ん
八
三
γ
一取

J

た
れ
岡
山
川
一
臥
語
科
且
ば
愉
山
一
川
町

p
tり
は
ば
ニ
ヘ
J
の

μ
れ貯ん
r
どめ
h

、
コ
ス
ト
ど
れ
UU
冗
は
単
廷
で
／
h
l

われ↑ハ
ν

、」昨日

あ
ー
一
～
が
、
世
続
的
で
な
く
、
調
査
刊
刑
判
中
、
泊
ナ
一
二
年
一
心
田
内

山
川
売
り
九
割
い
h

上
い
コ
ヌ
l
割
札
取
完
で
は
か
か
か

J

に
防
芹
山
富
は

v
f
1
u
u
t
R品川

J

一
二
、
山
冗

ι

一
制
品
目
的
語
、
税
引
伊
抗
日
：
d

÷

川崎か

ソ
の
輪
山
川
夜
性
へ
、
u
版
ム
元
同
情
J

1

T

れ
そ
れ
店
択
し
、
山
間
お
喜
一
比
吋

：J
結
果
調
査
閉
山
門
円
一

l
r
u
c
p
J
R引
に
っ
て
止
の
ダ
ン
ピ
ン
グ

マ
1
ン
ン
〆
一
叫
日
r
A
～～

じ
ん

T
T

九
条
一
広
ど
め
る
一
事
信
心
子
児
さ
れ
な
か
っ
た
党

辰
一
段
件
ば
、
1

1

日
刀
i

ド
協
立
に
は
規
定
さ
れ
、
て
い
な
い

ν

か

J乙
乃
こ
と
は
、
勺
l
プ
カ

l
h
J
協
定
刀
前
釈
に
よ
れ
ば
、
山
県

内
は
J
J
j
m
耐
久
門
の
元
比
古
L
Z
T
n
r
亡
す
に
セ
ワ
ガ
ド
士
気
劫
ー
し
て

机
い
二
二
z
V
一
青
山
院
し
た
怖
い

X
困
は
つ
／
ン
ウ
ノ
ス

ι

の
販
売
に
づ
い
て
、
輸
入
ひ
多
い

前
長
に
つ
い
一
に
は
量
以
ー
同
て
心
政
ん
や
一
世
？
；
／
一
に
い
る
の
に
UJ
〕、

同
産
が
に
4

し
K
G役
告
に
つ
い
て
は
川
採
り
い
泊
料
を
設
け
た
か
J

たし

こ
れ
に
吋
し
て
Y
同
法
。
ム
『
一
JA規
制
を
G
A
T
T
－
来
同
市
明
り
も
乙

h
L
g
い
川
位
の
す
川
品
の
汗
批
で
占
的
る
L

エ

ぷ
1

、
パ
ー
ル
に
紛
争
古
付

d

r

山
J

～
が
、
同
パ
不
ル
は

U
L
－
－
一
条
凶
出
心
も
ど
で
両
日
は
同

怪
で
に
住
い
J
L

判
断
し
A
c

え〈、,, 
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L
m
L
h
級
去
h
一
三
は
パ
小
ル
川
町
向
悼
の
山
口
聞
の
断
4

釈
は
心
A
1

1

条
元
説
。
も
と
ザ
は
六
一
斗
に
扶
ノ
＼

F
7戸れや一

ArFしし
L
、
［
ん
に

ぷ
コ
た
：
μ
削
釈
を
生
準
L
r
J
Y
U
刊
百
〕
た
事
だ
に
コ
い
工
、
じ
、
凶
切

で
は
げ
ゆ
い
－
1
L
て
パ
不
ル
の
下
γ
J
断
定
七
d

取
り
出
し
ず
）
ノ
ヒ
け
川
村
帳
。

万
件
l
紋
委
員
会
は
、
出
立
王
に
一
亡
！
ノ
パ
メ
ル
に
い
北
川
さ
い
仏
て
い
た

r、
l
ケ一
r
f
ン
ザ
ノ
フ
l
タ
等
の
証
拠
ピ
再
検
討

J

、
当
山
山
国
に
徒
出

土
止
め
ア
ワ
イ
ン
や
り

f
ミ
キ
ャ
心
政
λ
比
べ
な
行
J
｝
上
融
会

川
門
一
九
九
ね
加
の
柏
守
刊
を
持
一
一
士
九
、
十
一
／
什
の
子
河
川
24以

7

～
係
を
述
内
、

X
Z控

類
版
冗
混
制
の
心
主
T
i
二
条
川
LTet反
治
改
め
て
九
出
走
し
た

日
山
紋
口
川
町
制
の
柏
7

刊
凶
一
川
剖
斗
に
つ
い
て
は
百
三
宮

m
N遇
阿
川
乙
ば

同
ザ
ハ
な
る
生
什
…
別
対
則
の
泊
店
刊
ホ
し
り
、
円
七
｛
J
L
h
l

め
乞
い
輸
山
川
温
へ
へ
平
ノ
＼

同
町
一
一
割
り
当
て
る
こ
は
義
務
ベ
け
つ
れ
て
い
な
い

V
塁

本

近

代

涼

ー

一

中

尾

ん

浮

か

叔

ほ

かコ
μ
心
円
引
引
心
問
辿
か
ら
間
一
千
ぽ
択

J

、
山
日
刀
問
担
か
ら

出入
Y
L
施
射
し
て
、
向
に
つ
い
ー
ペ
人
？
と
ホ
と
い
ι

u
m川
品
川
相
の
ド
M

叩柏戸店に－
t
J
L
rり
／
成
さ
れ
品
一
家
一
制
度
に
｛
い

て
論
出
し
な
さ
い

2

7
ず
り
市
剛
山
。
↓
十
地
・
一
品
松
山
正
船
心
司
j

有人出

unu卜
正
予
定
以
、

v

り
よ
う
子
ヲ
制
去
に
工
っ
て
公
証
さ
れ
と
の
b
、
に
コ
い
工
説
明
可
る

こ
r

ご
三
、
当
初
の
制

h

み
に
は

e

ど
の
よ
一
ノ
な
刷
出
ぷ
も
り
、
と
わ

き
F

に
味
川
六
れ
）
の
点
、
に
つ
い
L
2加山

J
h
z
c
L

山

町

出

f
’1
心
北
川
制
は
の
弐
革
は
、
」
の
よ
う
な
も
幻
て
あ
り
、

古川た、

ζ

日
ょ
、
つ
公
青
山
～
時
h
M
d
u山、
A

乙
ハ
ス
ヲ
の
v
h
r

、
｝
川
ぺ
い
く
で
花
h
u

大阪大J Ui'部ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

ー
な
三
い

－
せ
明
治
六

of小り

ι攻
つ
「
信
心
改
革
は
、
ど
心
よ
う
な
ー
ら
の
て
み
l
、

ど
は
！
～
な
烹
4
f
引
が
忠
っ
た
と
I
J

↑
八
る
か
、
に
つ
い
：
説
明
計
る
と

－J
E
に
、
川
町
p
…U
↓↓

r1川町山門限
h
M
－
比
較
し
て
、
う
／
の
一
d
A

公州

内
止
刀
1
わ
っ
叫
ん
1

川
に
つ
い
、
、
五
耐
久
山
｝
4
1
m
o
J
ο

い
υ

山
明
一
一
斗
制
定
の

L
わ一
J
Y匂
刻
中
、
体
制
、
明
P
Y
H

ニ
ノ
十
心
区

川
村
会
中
い
を
九
仁
川
一
二
つ
い
て
論
お
L
ぱ
一
さ
屯

V
口

マ

法

林

ん

仏

河

川

以

教

授

以
、
の
一
間
か
…
ら
同
在
泣
？
と
に
川
市
九
八
」
1
な
さ
｝

T

こ
の
一
請
村
明
V

＋
寸
討
を
い
U
誌
の
伝
一
背
一
h
z
J
r院内一山
ldb財一円
L
t

記
述
、
な
さ
い
仁

E

法

γ右
ヘ
け
か
九
」
却
系
的
性
怖
い
一
二
い
て
必
同
し

f

ふ
さ
い

E

ロ
i

で
に
お
け
る
甲
山
仙
の
法
、
内
山
村
民

Z
J
F
4自
の
栓
利
義
務
に
つ

い
て
山
川
吋
〆
は
さ
し

曹

v
法
社
会
学

レ
ポ

i
l

い川J
L什京
I
、
防
教
情
1マ

同
つ
の
M
M
川
也
、
し
み
己
》
門
一
ワ
3
選
ん
亡
寸
ひ
っ
コ
乍
Jrvh吃
F
h
A
い

平
、
「
大

i

叫
）
甲
山
制
度
し
r

裁
判
外
粉
争
処
却
と
り
役
割
分
担
に
（

I
1
1
、
昨
主

己
決
さ
れ
た
致
判
外
紛
争
阿
川
f
J
V
手
続
の
利
川
、
し
促
進
二
閃
f
る
法

律
一
心
、
容
ど
的
ま
三
J

ト
っ
て
、
持
論
を
民
府
し
は
さ
い
持
一
ポ

テ
反
間
づ
る
に
際
ー
ェ
、
は
反
対
読
の
fv
同切に
ω皐
ι
す
7
9
F

一L
ド

住
九
州
悩
苧
の
将
来
州
T
f乞
路
士
ヴ
ニ
ー
で
、
ル
出
日
曜
ハ
紛
争
を
鮮
民
C
J
る

,, 
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勺
h

山
戸
／
一
の
一
せ
つ

d
T段

h
J

池
山
叫
て
あ
る
ど
；
い

J

論
じ
は
さ
い

J

そ
P
J

孫
、
民
判
J

F

～
の
長
知
、

h
A判
外
人
す
24
叫
r
h一小
J

ド
れ
制
？
と
に
u
て

ね
引
川
「
る
こ
と

J
J

い
く
づ
か
の
け
具
、
休
的
A

ス
を
学
げ
工
ず
か
ら
一
、
一
週
労
」
が
ん
八
古
川
l

rる
日
明
一
峠
の
店
一
山
叫
八
一
主
剤
に
つ
い
て
検
討
ー
、
さ
り
に
、
一
色
労

山
対
抗
「
令
ん
め
心
法
的
手
段
の
日
拙
伯
｝
限
界
に
つ
い
て
Y
M
H

日

三
、
い

ι

ー
ノ
↓
」
ン
ダ
i

れ
根
底
に
乃
守
山
由
、
ヲ
ピ
C

」
閉
山
叫
に
つ
い
て
説
明
し

ハ
ハ
ニ
ノ
え
て
、
ご
J
J

〆
ダ
ナ
よ
い
一
に
つ
一
1
仕
た
的
不
等
の
問
廷
に
対

折
す
る
一
ー
ホ
め
の
）
法
的
地
税
（
J

t

二
ノ
ィ
プ
・
ザ
ク
J

ョ
J

U

T

に
つ

い
℃
予
州
ρ
4
1
u
u
J
ヘ～い
r

v比
較
法
文
化
論

レ
六

l

V
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

阪
佳
弘
紋
長

な
K

一r
択
pr古
川

つ－一ふ会け人
J

《号、
d

v

、l
t
r
f
l
J
T
J
V

込
町
な
足
以
肢
を
選
出
、
特
茶
封
紙
、
一
正
勺
で
書
、
ズ
な
六
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